
      

 

 今日は 6月 1日。佐世保市民にとって忘れられない

この日には、市内すべての小・中学校で校長がいのち

についての話をします。 

 16年前に起こった事件について忘れることなく、受

け止めた思いをつなげていきたいと思っています。 

 今回の話は、日野原重明氏の「いのちのおはなし」、

草場一壽氏の「いのちのまつり」という 2冊の絵本を

もとに構成しました。（裏面をご覧ください。） 

 

避難訓練を実施しました 

 学校が再開して、真っ先に実施し

たかったのが、避難訓練です。子ど

もたちの命を守るために、避難経路

を確認します。5 月 27 日、第 1 回

目の今回は、給食室から火が出た

「火事」の想定でした。 

 事前に「避難経路の確認」と「避

難の約束」を学習していましたので、

子どもたちは慌てることなく静か

にきびきびと行動できました。係か

らの指導も、真剣に聞いていました。

「自分の命は自分で守ろう」とする姿に、感心しました。 

水泳学習が始まります！ 

 実施が危ぶまれておりましたプールでの水

泳学習ですが、5 日にプール清掃、16 日にプ

ール開きの予定です。子どもたちも喜んでい

ました。水着の用意等お世話をおかけします

が、ご準備ください。 

 授業参観・懇談会・PTA 専門部会を実施します 

 コロナ対策で様々な予定が滞っておりましたが、緊急事態宣言も解除され、社会的な状況も改善された
ことから、急遽ですが、6月 17日（水）に授業参観を行いたいと思います。日程は先日の便りの通りで
す。急な決定でしたので、ご迷惑をおかけしますが、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 夏休みが短縮になります 

 先日文書でお知らせしました通り、夏休みが短縮となり、8月 1日（土）～23日（日）となりました。

暑い中での授業となりますが、今年度より使用が開始される空調設備を適切に使用し、健康に十分配慮し

ながら学習活動を進めます。詳しい日課などは、決まり次第お知らせします。 
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６月の行事 

1(月) いのちを見つめる日全校朝会 

2(火)～12(金) 個人面談 

3(水) 委員会活動③ 

4(木) 体重測定（低） 

5(金) プール清掃 

8(月) 聴力検査（3・5年） 

9(火) ALT 

16(火) プール開き 

17(水) 授業参観・学級懇談会 

    PTA 専門部会 

23(火) はまゆう号 

24(水) 児童集会・クラブ活動② 

26(金) 耳鼻科検診(1・3・5年) 

29(月) 佐世保空襲平和記念集会 

30(火) ALT 

佐世保市心身障がい児育成協議会ご入会のお願い 

別添で案内のチラシをお配りしていますが、佐世保市心身障がい児育成協議会より入会協力依頼が来てお

ります。一口 100円で入会していただくと、その会費は、特別支援教育のための活動に使われます。毎年お

願いしておりますが、資金が厳しいということでした。趣旨にご賛同いただける方は、お一人様何口でも構

わないそうです。どうぞご協力をお願いいたします。 

（入会申し込み票と領収書にご記入の上、空き封筒などにお金と一緒に入れて担任までご提出ください。） 



「いのちの話」＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 今日は皆さんといのちについて考えてみたいと思います。さて、いのちって何でしょう？いのちとは今
生きていること？心臓が動いていること？いのちって、どこにあるの？では，私たちの「いのち」はどこ

からきたのでしょうか。 
私たちは，お父さん・お母さんから生まれてきました。お父さん・

お母さんは，おじいちゃん・おばちゃんから、そのおじいちゃん・お
ばあちゃんは，ひいおじいちゃん・ひいおばあちゃんから、そのひい
おじいちゃん・ひいおばあちゃんは，ひいひいおじいちゃん・ひいひ
いおばあちゃんから生まれてきました。 
 人数で考えてみると，私は１人。お父さんとお母さんは２人。おじ
いちゃんとおばあちゃんは４人。ひいおじいちゃんとひいおばあち
ゃんは８人。ひいひいおじいちゃん・ひいひいおばあちゃんは１６
人・・・このようにさかのぼっていくと，１０代前は，なんと１０２

４人！２０代前は，百万人以上です。 
あなたたちが生まれるために、なんと、百万人以上，もっともっと多くの人から命のバトンを受け継い

できたのです。この中の、たった一人でもいなかったら、今あなたたちの命はそこにありません。 
 みなさんは、いくつまで生きたいですか？みんな長生きしたいので
すね。みなさんは、今いくつですか？そう。おぎゃあと生まれてきて、
まだ 10 年くらいしかたっていないのね。じゃあ、今からのほうがずっ
とずっと長いですね。 
長生きしたいと思っていても、もし早く死んでしまったらどうなる

でしょう？いのちのバトンは終わってしまいますね。そして、みんなが
悲しんでしまいます。お父さんも、お母さんも。お祖父ちゃんも、お祖
母ちゃんも。お兄ちゃんも、お姉ちゃんも、妹も、弟も。たくさんのお
友達も、先生も。あなたが突然死んでしまったら、みんなどれだけ悲し

むでしょう。ずっと長生きするためには、いのちを大事にしないといけませんね。 
では、いのちを大事にするって、どうすることでしょう？それはまず自分を大事にするということで

す。自分を大事にするということは、自分の体や心を大事にするという
ことです。 
自分の心や体に正直になって、大切にします。元気なときには鍛えま

す。弱っているときには休めます。 
自分を大事にするために、けんかをしてもいいのです。けんかをする

ときには、腹が立つ理由がありますよね。そんな自分の気持ちは、相手
に伝えていいのです。でも、相手の体や心を傷つけてはいけません。 
ただし、理由がない悪口や暴力は、けんかとは言いません。それは、い
じめです。 
いじめは相手の心や体を深く傷つけてしまいます。時には取り返しが

つかないくらい。忘れないでください。相手も、あなたと同じ大事なバトンを受け継いだ、大事ないのち
を持っているのです。 

自分の心や体を大事にするということは実は、自分の周りのお友達
の心や体を大事にすることでもあります。友だちの心や体を大事にす
るということは、友達がどんな気持ちかな？とか、どんな体調かな？と
考えてあげることです。 
「こんなこと言ったら、いやなきもちだろうな」と気づいて、言わない
ことです。 
「こんなことしたら、けがをさせてしまうな」と気づいて、止めること
です。 
「こんなこと言ったら喜ぶだろうな」と、喜ばせることです。 
人を大事にすると、自分も大事にしてもらえます。 

あなたたちは、一人一人が、心も体も、大事にしてもらう権利を持っているのですよ。人を大事にした
り、人から大事にされたりして、みんな幸せになる権利を持っています。 
お友達と一緒に遊んだり、一緒に勉強したり、けんかしたり、なかなおりしたり。たくさんのことを経

験してください。それらはぜんぶ、皆さんが幸せな大人になるための大切
な出来事です。 
お友達といっしょに、わらったり、おこったり、ないたり、かんどうし

たり・・・。たくさんのきもちを経験してください。それらはぜんぶ、皆さ
んが幸せな大人になるための大切な心の練習です。たくさんの気持ちを経
験するほど、心が強くなります。 
そしていつか、素敵な大人になって、幸せになってください。 
大事な人に出会って、父さんとお母さんになって、いのちのバトンをリ

レーしてくださいね。 
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